
  

 

 

 

 

我が家のトマト、いつの間にやら赤くなっていました。 

 

お盆が過ぎると、ほっと一息。我が家の夏が終わったと言っても過言ではありません。 

旧中山道小田井宿にある小さなお寺、宝珠院（ほうしゅいん）の寺庭
じ て い

です。 

生け花よりもハーブ、香道よりもアロマが好き。お茶は点てて飲むよりも、マグカップでごく

ごく飲むのが好きです。 

 

「なんとかなる気がする！」と、深く考えずにお寺に入って、かれこれ 18 年目です。よくよ

く考えていたら、今ここにはいなかったはず(笑) 

 

ぴっぴを卒園した息子（高１）は、７才の時に得度
と く ど

しました。 

「度」というのは「渡る」ということを意味し、得度とは「渡るを得る」。仏の教えに出会って

彼岸（悟りの世界）に渡る機会を得られたという意味です。悟りを求めて仏道の修行に入るこ

とを「得度」と言います。つまりは、「出家」しました。得度したからすぐに僧侶になれるわけ

ではありません。今のところ、見習い和尚（一休さん？）です。この先、仏教系の大学や専門

学校に進学して、本山や寺院での修行があって、僧侶の資格が得られます。 

 

我が家で一番忙しい時期は、お盆です。小学４年生の時からお盆の手伝いをしている息子。お

寺の役員さんに連れられて、檀家さんのお宅へ伺い、ローソクに火を灯し、お線香をつけて、

お経をお唱えします。その数 40 軒ほど。ちなみに住職（父）は 250 軒ほどのお参りです。 

 

2025 年夏、息子が言いました。「俺、お盆行かない」 

 

困惑する父と、そんな気がしていた母。 

「自分も同じくらいの時、お盆のお参りに行くのが嫌だったから気持ちがよくわかるんだけど

…“行かない”っていう選択肢なかったな…。そうか行かないのか…。行かないって決めたのか

…」役員さんに断りの連絡をして、ひとりで棚経の準備をする住職でした。 

お寺に生まれたから、長男だから、跡取りだから…周りの人はそう思ってて、そんな空気を漂

わせてきたのかもしれません。「そうなったらいいのかな…」とも思いますが、別にいいんで

す。継いでも、継がなくても。寺嫁失格だと思いますが(笑)自分の気持ちのままに、元気で楽
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しく過ごしておくれ、こっちはなんとかなるはずだから～と、母は思っています。 

 

8 月 15 日の朝、起きてきた息子は足袋を履き、衣帯を整え始めました。 

「やっぱり（お盆）行く」と。彼の心の内はわかりませんが、急遽、母と息子の 2 人で檀家さ

んのお宅を回ることになりました。お経をあげている最中、母は玄関外で待機。今年の夏は暑

すぎました。 

 

大きな家にひとり暮らし、90 才過ぎのおばあさんのお宅へ伺った時。 

チャイムを鳴らしてしばらくすると、出てきました。「誰だっけ？」きょとんとしているおばあ

さん。 

「お寺です。お盆のお経にきました」 

「あぁ！そうね。ありがと、ありがと、どうぞ～」招かれて中へ入る息子。 

3 分後に玄関から顔を出す困り顔の息子。「仏壇がどこにあるかわからない…」 

おばあさん「ごめんね～。あたし、わからなくなっちゃって」なんと！おばあさんご本人も仏

壇の場所がわからないとのこと…。母も加わり 3 人で探すこと数分、いつもおばあさんが眠っ

ているベッドの横に仏壇がありました。 

「ごめんね～。わからなくなっちゃって。あたし、次に何したらいい？」 

息子「座ってていいですよ」 

「あたし、ばかになちゃって、ごめんね～」「あたし、よくわからないの～。ばかになちゃった

の～」何度も繰り返すおばあさんに、その都度「大丈夫ですよ」と、息子の声。網戸越しに聞

こえてくるその会話が、なんだか温かく、母にとっては、お経と同じくらいありがたく思えた

のでした。 

 

そして、俵万智さんの「サラダ記念日」の短歌を思い出しました。 

 

『親は子を 育ててきたと 言うけれど 勝手に赤い 畑のトマト』 

 

息子の成長を感じた夏休み。母も成長しなければ…と、思うのでした。がんばれ、私‼ 
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